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平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
評

議
員
会
は
、
議
長
団
の
選
任
か

ら
始
ま
っ
た
。
冒
頭
、
古
橋
会

長
か
ら
、
全
国
会
長
会
議
に
お

い
て
、
議
長
を
東
海
北
信
越
地

区
よ
り
、
副
議
長
を
中
国
四
国

　

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
（
会
長　

古
橋
博
美
）
は
、
去
る
五
月
二
十
一
日
（
土
）
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
日
本
歯
科
技

工
士
会
館
（
東
京
・
市
谷
）
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め
延
期
さ
れ
て
い
た
平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
評
議
員
会
を

開
催
し
た
。
冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
古
橋
会
長
よ
り
震
災
に
よ
り
被
害
に
あ

わ
れ
た
会
員
皆
様
と
ご
家
族
に
対
し
、
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
が
あ
っ
た
後
、
是
非
と
も
慎
重
な
審
議
を
い
た
だ
い
て
平
成

二
十
三
年
度
の
活
動
方
針
と
予
算
そ
の
他
議
案
を
ご
承
認
い
た
だ
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
議
案
審
議
に
入
り
、

第
一
号
議
案
平
成
二
十
三
年
度
活
動
方
針
及
び
予
算
案
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
第
三
号
議
案
日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
規
約
一

部
改
正
の
件
、
第
四
号
議
案
任
期
満
了
に
伴
う
監
事
選
任
の
件
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
平

成
二
十
二
年
度
第
二
回
評
議

員
会
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て

一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
度
の
大
震
災

で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
会
員
の
ご
家
族
に
対
し

ま
し
て
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
日
本
歯
科
技
工
士
連

盟
は
日
本
歯
科
技
工
士
会
と

と
も
に
、
被
災
者
支
援
の
た

め
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て

ど
縷
々
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
が
、
精
力
的
に
活
動
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ど
う
か
、
本
日
の
議
案
、

平
成
二
十
三
年
度
の
活
動
方

針
と
予
算
を
御
審
議
い
た
だ

く
と
と
も
に
御
承
認
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

日
技
本
会
の
法
人
移
行
に
伴

っ
て
、
連
盟
規
約
を
一
部
改

正
を
す
る
議
案
も
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
御
審

議
の
上
御
了
承
を
賜
り
た
く

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
第
四
号
議
案
で
は
、

既
に
規
定
に
よ
っ
て
私
以
下

役
員
は
就
任
し
て
い
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
監
事
に

つ
い
て
は
評
議
員
会
で
御
選

任
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

で
、
第
四
号
議
案
で
本
日
選

任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
議
題

に
つ
い
て
十
分
御
審
議
の
上
、

御
承
認
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
に
も
ぜ

ひ
御
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
評
議
員
会
で
す
が
、

こ
の
震
災
の
翌
日
三
月
十
二
日

に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
に
昨
年
末
か
ら

総
務
会
を
開
催
し
、
年
明
け
に

は
予
決
算
委
員
会
、
今
回
は
予

算
評
議
員
会
で
す
か
ら
、
予
算

に
関
す
る
委
員
会
を
開
催
を
し

て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
大
震
災
で

評
議
員
会
が
延
期
と
な
っ
て
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
今
少
し
変

則
的
な
状
況
で
運
営
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
活
動
方
針
も
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
、
予
算
も
御
承
認
い

た
だ
い
て
い
な
い
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

た
だ
、
一
日
た
り
と
も
猶
予

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
後
ほ

　

引
き
続
き
秋
山
副
議
長
よ
り

氏
名
点
呼
が
行
わ
れ
、
定
数

六
十
名
に
対
し
て
五
十
八
名
の

出
席
が
確
認
さ
れ
、
議
長
に
報

告
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
黒
田
議
長
が
、

日
技
連
盟
規
約
第
二
十
五
条
に

基
づ
き
平
成
二
十
二
年
度
第
二

回
評
議
員
会
の
開
会
を
議
場
に

宣
言
し
た
。

　

次
い
で
議
長
は
議
事
録
署
名

人
の
選
出
方
法
を
議
場
に
諮
っ

た
。
そ
の
結
果
、
議
長
一
任
と

な
り
、
桜
井
秀
幸
評
議
員
（
北

海
道
）、藤
元
健
二
評
議
員（
東
京
）

の
両
名
が
指
名
さ
れ
、
両
評
議

員
受
諾
後
古
橋
会
長
の
挨
拶
（
要

旨
別
掲
）
に
移
り
、
挨
拶
終
了

後
に
新
任
役
員
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
（
新
任
役
員
の
紹
介
は
別

掲
）。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
第
一
号

議
案
と
第
二
号
議
案
の
一
括
上

程
を
執
行
部
に
求
め
た
。

　

第
一
号
議
案
は
東
賢
副
会
長

か
ら
、
社
会
保
険
歯
科
診
療
に

係
る
歯
科
技
工
対
価
が
歯
科
技

工
担
当
者
に
正
当
に
届
く
た
め

の
渉
外
活
動
、
歯
科
技
工
士
国

家
試
験
学
説
試
験
の
全
国
統
一

試
験
実
現
に
向
け
て
の
法
令
整

備
等
の
渉
外
活
動
、
適
正
な
教

育
を
実
現
す
る
た
め
の
歯
科
技

工
士
教
育
養
成
機
関
の
教
育
年

限
延
長
に
向
け
た
渉
外
活
動
、

歯
科
技
工
所
の
構
造
設
備
等
に

関
す
る
基
準
と
指
針
の
省
令
明

部
に
求
め
た
。

　

古
橋
会
長
か
ら
、
事
業
内
容

に
つ
い
て
、
会
長
と
監
事
の
選

任
方
法
に
つ
い
て
、
予
算
決
算

委
員
会
の
廃
止
に
つ
い
て
、
旅

費
に
つ
い
て
等
主
だ
っ
た
改
正

点
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
質
疑
応
答
を
議
場
に

求
め
、
質
疑
応
答
終
了
後
表
決

に
入
る
旨
を
議
場
に
告
げ
表
決

を
行
っ
た
結
果
、
第
三
号
議
案

も
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
第
四
号
議
案

で
あ
る
任
期
満
了
に
伴
う
監
事

選
任
の
件
の
提
案
を
執
行
部
に

求
め
た
。

　

古
橋
会
長
よ
り
、
本
連
盟
の

監
事
は
日
技
連
盟
規
約
第
十
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
評
議
員

会
で
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
監
事
を
本
評

議
員
会
に
お
い
て
選
任
い
た
だ

地
区
よ
り
ご
推
薦
い
た
だ
く
と

の
申
し
合
せ
に
よ
り
、
議
長
に

富
山
県
技
連
盟
の
黒
田
文
彦
評

議
員
、
副
議
長
に
徳
島
県
技
連

盟
の
秋
山
佳
弘
評
議
員
を
推
薦

い
た
だ
い
て
い
る
旨
の
紹
介
が

あ
り
、
黒
田
議
長
予
定
者
が
議

場
に
承
認
の
是
非
を
諮
っ
た
結

果
、
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。

次
い
で
、
東
日
本
大
震
災
で
死

亡
し
た
会
員
に
対
し
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
。

記
に
向
け
た
渉
外
活
動
、
歯
科

技
工
委
託
行
為
の
法
令
記
載
に

よ
る
健
全
な
委
託
・
受
託
を
実

現
す
る
た
め
の
渉
外
活
動
、
機

関
紙
「
れ
ん
め
い
」
の
発
行
と

情
報
技
術
を
活
用
し
た
広
報
・

宣
伝
事
業
の
継
続
、
組
織
拡
充

活
動
の
実
施
の
七
項
目
の
活
動

方
針
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　

第
二
号
議
案
は
国
府
田
知
生

副
会
長
か
ら
、
日
技
本
会
の
公

益
申
請
に
併
せ
た
会
費
収
受
シ

ス
テ
ム
の
変
更
に
伴
い
、
本
連

盟
も
今
年
度
よ
り
性
差
、
年
齢

に
よ
る
区
別
を
な
く
す
こ
と
に

な
り
、
会
費
収
入
が
若
干
昨
年

度
よ
り
は
多
く
な
る
が
、
厳
し

い
予
算
に
は
変
わ
り
は
な
く
、

効
率
の
良
い
予
算
執
行
を
目
指

し
て
い
く
旨
資
料
を
基
に
説
明

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
議
長
は
、
予
算
決
算

委
員
会
報
告
を
鈴
木
隆
夫
委
員

長
（
東
京
）
に
求
め
た
。
鈴
木

委
員
長
か
ら
は
、
本
年
一
月

二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算

決
算
委
員
会
の
内
容
報
告
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
併
せ
て
、
限
ら

れ
た
時
間
内
で
は
あ
る
が
慎
重

な
審
議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
こ
こ
で
議
場
に
質
疑

応
答
を
求
め
た
（
質
疑
応
答
要

旨
別
掲
）。
活
発
な
質
疑
応
答
が

あ
っ
た
後
、
議
長
は
表
決
に
入

る
旨
を
議
場
に
告
げ
表
決
を
行

っ
た
結
果
、
第
一
号
議
案
平
成

二
十
三
年
度
活
動
方
針
承
認
を

求
め
る
件
、
第
二
号
議
案
平
成

二
十
三
年
度
予
算
承
認
を
求
め

る
件
と
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
議
長
は
、
第
三
号
議

案
日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
規
約

一
部
改
正
の
件
の
提
案
を
執
行

く
こ
と
に
な
る
。
第
三
号
議
案

が
承
認
さ
れ
た
の
で
、
来
年
度

か
ら
は
監
事
も
会
長
も
選
挙
で

選
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
本
年
ま

で
は
慣
例
で
東
北
地
区
か
ら
と

近
畿
地
区
か
ら
選
出
と
な
り
、

推
薦
者
の
氏
名
も
事
務
局
に
上

が
っ
て
い
る
の
で
、
議
長
に
お

計
ら
い
い
た
だ
き
た
い
と
の
提

案
主
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
黒
田
議
長
か

ら
東
北
地
区
か
ら
は
大
日
向
均

氏
（
秋
田
）、
近
畿
地
区
か
ら
は

宅
見
満
氏
（
兵
庫
）
の
推
薦
が

あ
っ
た
旨
報
告
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
両
名
の
信
任
表

決
に
入
る
旨
が
議
場
に
告
げ
ら

れ
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
協
議
事
項
に

入
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
執
行

部
に
協
議
事
項
の
提
案
を
求
め

た
が
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
は

な
く
、
引
き
続
き
報
告
事
項
に

入
っ
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
歯
科
技
工

士
国
家
試
験
学
説
試
験
の
統
一

試
験
実
施
に
向
け
た
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
被
災
地
域
の
医
療

機
関
に
関
す
る
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
（
仮
称
）
に
関
す
る
協
力

依
頼
に
つ
い
て
、
入
会
促
進
ツ

ー
ル
と
し
て
の
「
ま
ん
が
歯
科

技
工
士
物
語
」
の
活
用
方
法
等

に
つ
い
て
の
説
明
と
報
告
が
行

わ
れ
た
。

　

議
長
は
他
に
意
見
が
あ
る
か

ど
う
か
議
場
に
告
げ
、
評
議
員

か
ら
は
、
広
島
大
学
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
を
卒
業
し
た
、
い

わ
ゆ
る
大
学
卒
業
の
歯
科
技
工

士
の
就
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
考
え
て
欲
し
い
旨
の
要
望
が

あ
っ
た
。

　

議
長
は
そ
の
後
意
見
の
無
い

こ
と
を
評
議
員
並
び
に
執
行
部

に
確
認
し
、
議
事
進
行
へ
の
協

力
を
評
議
員
各
位
に
謝
し
て
平

成
二
十
二
年
度
第
二
回
評
議
員

会
は
閉
会
し
た
。

平成22年度第2回評議員会

活
動
方
針
・
予
算
等
四
議
案
承
認

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
評
議
員
会

活
動
方
針
・
予
算
等
四
議
案
承
認

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
評
議
員
会
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理
解
い
た
だ
き
た
い
。

●問　

事
務
委
託
費
を
計
上
し
て
い

る
が
、
ど
こ
に
委
託
さ
れ
る
予

定
な
の
か
。

●答　

社
団
法
人
の
監
督
官
庁
で
あ

る
厚
生
労
働
省
が
、
会
費
の
収

受
に
つ
い
て
の
峻
別
を
し
な
さ

い
と
特
例
民
法
法
人
、
社
団
法

人
に
対
し
て
指
導
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
将
来
は
皆
さ

ん
方
が
信
頼
で
き
る
、
こ
れ
か

ら
都
道
府
県
も
使
い
勝
手
が
い

い
、
可
視
化
が
で
き
る
、
透
明

性
が
あ
る
と
い
う
方
法
を
近
々

と
り
ま
と
め
て
御
提
示
を
し
た

い
と
思
う
。
そ
れ
ま
で
は
当
面

は
連
盟
会
費
は
別
枠
で
納
付
し

欲
し
い
。
そ
の
手
数
料
と
お
考

え
い
た
だ
き
た
い
。

●問　

終
身
会
員
と
女
子
会
員
の
減

免
措
置
は
い
つ
廃
止
さ
れ
た
の

か
。

●答　

連
盟
規
約
に
減
免
措
置
の
条

項
は
あ
る
の
で
、
高
齢
者
で
仕

事
も
な
く
て
収
入
が
な
い
、
出

産
育
児
中
で
あ
る
な
ど
の
場
合

は
正
当
な
理
由
だ
と
い
う
こ
と

で
、
総
務
会
で
承
認
し
て
い

る
。
等
し
く
会
費
負
担
を
し
て

い
た
だ
く
一
方
で
、
特
殊
事
情

が
あ
れ
ば
申
請
を
す
れ
ば
そ
れ

は
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
御
確

認
を
い
た
だ
き
た
い
。

●問　

連
盟
で
会
費
収
受
会
社
を
立

ち
上
げ
た
わ
け
だ
が
、
評
議
員

会
で
諮
ら
な
く
て
も
い
い
も
の

な
の
か
。

●答　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
程
も

申
し
上
げ
た
と
お
り
、
可
視
化
が

で
き
る
、
透
明
性
が
あ
る
と
い
う

方
法
を
近
々
と
り
ま
と
め
て
御
提

示
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●問　

活
動
内
容
に
関
し
て
、
も
う

少
し
我
々
に
も
わ
か
り
や
す
い

よ
う
な
具
体
的
な
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●答　

活
動
の
結
果
に
つ
い
て
は
決

算
評
議
員
会
で
き
ち
っ
と
御
報

告
す
る
。

●問　

連
盟
活
動
の
必
要
性
が
理

解
で
き
る
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
作
成
し
て
欲
し
い
。

●答　

日
技
連
盟
総
務
会
と
し
て

も
担
当
を
決
め
て
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
方

向
に
な
っ
た
。
現
在
、
「
ま
ん

が
歯
科
技
工
士
物
語
」
を
発
行

し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
第
三
号
議
案
関
係
】

●問　

予
決
算
委
員
会
が
廃
止
に

な
る
と
、
本
会
と
連
盟
を
峻
別

を
し
て
い
る
県
で
は
、
伝
達
が

う
ま
く
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
出

て
く
る
懸
念
が
あ
る
。

●答　

予
算
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

連
盟
理
事
長
会
議
だ
と
か
、
連

盟
会
長
会
議
と
か
を
別
途
開
催

し
て
も
い
い
。
本
会
会
議
と
一

緒
に
開
催
す
る
方
法
、
そ
れ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
別
途
に
会
議
を
開

催
す
る
方
法
、
い
ろ
い
ろ
と
検

討
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。

●問　

第
三
十
九
条
の
四
項
に

「
者
」
と
い
う
表
現
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
変
え
た
理
由

は
何
か
。

●答　

公
益
法
人
改
革
で
規
約
を

勉
強
し
て
お
り
、
小
さ
な
と
こ

ろ
も
現
行
出
さ
れ
て
い
る
モ
デ

ル
定
款
に
あ
わ
せ
て
い
く
の
が

適
正
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。

●問　

本
会
で
は
終
身
会
員
は
こ

の
一
年
間
、
会
費
収
受
を
し
な

い
と
い
う
方
向
だ
そ
う
だ
が
、

連
盟
も
猶
予
期
間
を
設
け
て
周

知
徹
底
す
る
た
め
の
期
間
を
認

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●答　

連
盟
の
ほ
う
は
、
そ
も
そ

も
規
約
変
更
も
何
も
し
て
な

い
。
ル
ー
ル
を
守
る
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
妥
当
な
会
費
収
受
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
御
了
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

【
第
一
号
・
第
二
号
議
案
関
係
】

●問　

会
費
収
入
部
分
は
実
数

か
、
予
測
か
。
ま
た
、
支
出
の

部
分
で
、
事
務
委
託
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説

明
を
お
願
い
し
た
い
。

●答　

会
費
収
入
に
つ
い
て
は
会

員
数
に
増
減
が
な
け
れ
ば
こ
の

数
字
が
実
数
字
で
あ
る
。
事
務

委
託
費
に
つ
い
て
は
、
日
技
本

会
が
公
益
を
目
指
す
中
で
、
会

費
収
受
に
関
し
厳
し
く
峻
別
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
ま
で
は

総
合
会
費
で
あ
っ
た
の
で
、
事

務
委
託
費
は
な
か
っ
た
が
、
今

後
は
本
則
に
戻
り
連
盟
会
費
は

連
盟
組
織
が
収
受
す
る
。
そ
の

手
数
料
と
し
て
計
上
し
た
。

●問　

今
ま
で
連
盟
会
費
の
減
免

対
象
者
が
い
た
が
、
今
後
は
会

費
を
収
受
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
会
員
数

の
減
少
は
目
に
見
え
て
い
る
。

も
う
一
度
制
度
を
見
直
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

●答　

総
合
会
費
の
シ
ス
テ
ム
を

と
っ
て
い
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る

終
身
会
員
等
か
ら
は
連
盟
会
費

を
収
受
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の

制
度
が
四
月
一
日
を
も
っ
て
な

く
な
っ
た
の
で
、
連
盟
会
費
は

本
則
に
戻
し
て
性
差
年
齢
関
係

な
し
に
収
受
す
る
こ
と
に
な

る
。
た
だ
、
連
盟
規
約
に
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
、
都
道
府

県
か
ら
申
請
が
あ
れ
ば
、
総
務

会
で
決
定
し
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
な
っ
て
い
て
、
妥
当

と
判
断
し
た
場
合
、
以
後
会
費

請
求
を
し
な
い
。
こ
の
点
を
御

会長
古橋博美（静岡）

副会長（選挙対策）
東　　賢（北海道）

総務（調査）
早川公笥（岐阜）

総務（機構改革）
小村純二（島根）

副理事長（選挙対策）
野島正美（埼玉）

総務（組織対策）
阿部和夫（山形）

副会長（渉外・組織）
藤原俊彰（大阪）

理事長（総括）
時見高志（大阪）

総務（企画）
新田善一（香川）

監事
大日向均（秋田）

総務（渉外）
後藤久幸（大分）

総務（組織管理）
田中勝實（長野）

副会長（財務）
国府田知生（東京）

副理事長（総務）
鈴木一央（茨城）

総務（広報）
菅　八郎（東京）

監事
宅見　満（兵庫）

新執行部の
顔ぶれ

新執行部の
顔ぶれ

日本歯科技工士連盟

自：平成23年 4月 1日
至：平成 24年 3月 31日


